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防災関連事業概要

平成３１年３月１２日



会社概要
■商 号 ： 株式会社アイ・キャン
■事業概要 ： ケーブルテレビ事業、インターネットサービスプロバイダ事業、

プライマリ電話事業、防災ラジオ事業、ほか
■会社設立 ： 昭和６０年３月２８日
■業務開始 ： 平成４年６月１日（放送） 平成１３年２月１日（通信）
■資 本 金 ： ８億円
■役 員 ： 代表取締役社長 柏原伸二

取締役副社長 北野常盤
専務取締役 村重康則
常務取締役 矢野匡亮
常勤監査役 村上雅典

監査役 岩国市 総務部長 高田昭彦
周防大島町 副町長 岡村春雄
和木町 副町長 河内洋二

■株 主 ： 岩国市、周防大島町、和木町
（株）ｶｼﾜﾊﾞﾗｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(45%)、岩国商工会議所、他 計１１1名

■従業員数 ： ４1名
■業務区域 ： 山口県岩国市、玖珂郡和木町、大島郡周防大島町
■対象世帯 ： 約７５，９３５世帯
■ｻｰﾋﾞｽ内容 ： 放送事業 ３６，８４７世帯加入

通信事業 ８，４６５世帯加入
電話事業 ５，８７７世帯加入
防災ラジオ事業 １０，６４９世帯加入

■売上高 ： １３億円（平成２９年度）

（平成３１年３月１現在）
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サービスエリア

平成 ４年 岩国市サービス開始
平成１２年 玖珂郡和木町サービス開始
平成２３年 大島郡周防大島町サービス開始

山口県

サービスエリア 面積
岩国市

周防大島町

玖珂郡和木町 10k㎡ 6,487人
873k㎡ 134,838人

139k㎡ 17,199人

合計 1,021k㎡

人口

合計 158,524人
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生活情報カメラ
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定点カメラ情報の提供（災害時には一般に無料開放） （平成２０年～）

スマートフォン

エリア内ネットワークカメラ
放送使用は４７台

パソコン

山口県東部、約60か所に生活情報カメラを設置。
河川の様子などお住まいの地域情報を提供中。
アイ・キャンのインターネットユーザーならPC・スマホ・タブレットで
生活情報カメラの映像が確認できます。

コミュニティチャンネル
ＳＴＢ「生活情報カメラチャンネル」

Ｗｅｂで公開
４９台



行政・自治体向け

遠隔監視画面 例

・防災情報
・コミュニティCH
・データ放送
・Webサイト

加入者 / 地域住民向け

CATV事業者のサービスエリアにネットワークカメラを設置することで、
カメラ映像を防災・防犯用途に活用

CATV事業者

遠隔録画

情報
配信

CATV事業者のサービスエリア内にネットワークカメラを設置

・防災情報
・地域情報

遠隔
監視

定点カメラ概要

防災カメラ

撮影

観光カメラ防犯・情報カメラ
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①防災カメラとして利用

行政・自治体のメリット

CATV事業者のメリット ・放送およびWebコンテンツに利用
・地域安全への貢献

・システム管理が不要
・遠隔地から現地の様子が確認可能
・地域住民への情報配信

カメラ設置場所 「災害危険箇所」の河川や山林、海岸

映像利用方法

通常運用時
・映像の「公開」・「非公開」を選択

(設置場所に応じて判断)
・映像の常時録画

有事発生時
・災害、防災情報として活用
地元住民向けに公開、状況確認に利用可能

情報
配信

映像配信
(コミュニティCH)

映像確認
(リアルタイム/録画)

遠隔録画
映像伝送
(CATV網)

河川、海岸など

遠隔確認

行政・自治体

加入者・地域住民

CATV事業者

定点カメラ活用例（１）
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③情報、お天気、観光カメラとして利用

②防犯カメラとして利用

カメラ設置場所 主要道路・交差点、橋梁、事故多発箇所など

映像利用方法

通常運用時
・原則「非公開」 (設置場所に応じて判断)
・映像の常時録画(過去2週間)

有事発生時
・運用ルールの基で映像を管理
・警察の要請を受けて、録画映像を提供

連携先 自治体、警察・消防など

カメラ設置場所 道の駅、観光地、名所、公園など

映像利用方法
カメラ映像をライブカメラとして一般に向けて公開
コミュニティCHなどCATV事業者の番組制作に利用

行政・自治体

要請

遠隔録画

警察

録画映像提供

映像確認
(リアルタイム/録画)

映像伝送
(CATV網)

CATV事業者事故多発地点、通学路など

定点カメラ活用例（２）

<<捜査関係事項照会書
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定点カメラ活用例（３）

CATV事業者がネットワークカメラを利用すると

・既設ネットワークの活用
課題：カメラの設置場所にネットワーク回線が必要

⇒既設のネットワーク回線を活用することができる

・機器のメンテナンス
課題：録画機やカメラの定期的なメンテナンスが大変

⇒施工から保守まで一括で管理することができる

・録画映像の管理
課題：カメラ映像は、厳格な管理が必要

⇒ヘッドエンド（サーバ室）に設置することで厳重に管理運用できる

・自治体の要望を実現しやすい環境
課題：メーカーに任すとレスポンスが悪いことがある

⇒地元なので協議・相談がすぐできる
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行政・自治体

加入者 / 地域住民録画装置 / 
モニタリング装置

映像信号

CATV事業者ヘッドエンド

Webサーバー
ストリーミングサーバー

画像取得・処理

カメラ映像

インターネット
(アクセス制御)

遠隔確認

Webサイト
インターネット
(アクセス制御)

映像信号

データ放送用サーバー

放送用設備
コミュニティ

CH

データ放送

カメラ映像
遠隔録画

カメラ映像

※上記は、構成の一例になります

配信

配信

CATV
回線

ネットワーク
カメラ

A

ネットワーク
カメラ

B

ネットワーク
カメラ

C

ネットワーク
カメラ

D

ネットワーク
カメラ

X

・
・

・

定点カメラシステム センター機器構成 (例)
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屋外対応ネットワークカメラ

屋外対応
キャビネット

電源(AC100V)

キャビネットは、
自営柱以外の壁面設置のパターンもあり

光ファイバーケーブル

キャビネット内機器構成例

CATV事業者
光回線

PoE
インジェクタ

死活監視装置

D-ONU ルーター

カメラへ

電源(AC100V)

電源(AC100V)

LAN

光ファイバー

※構成の一例になります。

HFC回線でも利用可
D-ONUをケーブルモデムに変更

CATV事業者
ヘッドエンドへ

カメラ取付
金具/BOX 等

カメラ設置場所構成例

定点カメラシステム カメラ側機器構成 (例)
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各自治体担当部署および山口県岩国土木建築事務所に
ID、Passを渡し、常時閲覧可能

定点カメラ サービス運用

初期費用 資産管理
放送

（OFDM
コミｃｈ）

放送
（STBch） ウェブサイト 警察対応（捜査関

係事項照会書）

自営柱、公共建
物等に設置

災害時はメイン
chを切替て放

送

４分割×１０秒
の画面を２４時

間放送

加入者は各自のID・
Passで閲覧可能、災
害時は一般に開放

指定の場所・日時の
録画映像をDVDに収

録して提出

岩国市 補助有 ICN 〇 〇 〇 〇

和木町
（防災）

和木町 和木町 〇 〇 〇 〇

和木町
（防犯）

和木町 和木町 × × × 〇

周防
大島町

補助有 ICN 〇 〇 〇 〇
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（例）定点カメラ・防災情報放送に関する協定

非常時や災害時に現地まで赴かずとも、弊
社のＩＰカメラ映像を閲覧可能

・山口県岩国土木建築事務所
・岩国市役所
・和木町役場
・周防大島町役場
・岩国地区消防組合

山口県 岩国市

和木町
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定点カメラ概略位置図（Web公開分）

撮影用途
河川 ２５台
道路 ９台
海岸 １０台
その他 ５台
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岩国市における設置・運用

「門前川」カメラ 「中村橋」カメラ 「錦県境」カメラ 「羅漢山」カメラ

岩国市から補助を受け、河川・交通状況の確認を主目的として整備。

現在３１台設置。

設置位置は自営柱以外に、公共建物等。

カメラの運用に掛かる電気代はアイ・キャンにて負担。

カメラの映像をＳＴＢ専門チャンネルおよびコミｃｈにて放送。

アイ・キャンウェブサイトにてストリームを公開。

岩国市ホームページへ静止画（５分更新）を掲載。

岩国市に対して地元住民から要望が挙がった箇所（河川）への追加整備を実施。

平成２６年度観光・防災Wi-Fiステーション整備事業において追加整備を実施。

「南桑駅」カメラ映像
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無線ＬＡＮによる情報配信
○ケーブルテレビのサービス網を
利用し、整備費用を削減。

○配信内容は、平時は行政･観光
情報を、有事の際は既設システム
と連携した避難関連情報を表示。

道の駅

観光スポット

公園

観光施設に屋外型の固
定式アクセスポイントを
１０台設置

(株)アイ・キャン

学校

公民館・出張所

学校

避難所等に屋内型の
固定式アクセスポイン
トを１２台設置

観光施設等にネットワー
クカメラを新たに増設
９箇所

観光・防災Wi-Fi
＋ NWカメラ

「観光・防災Wi-Fiステーション」

観光客向けの無料Ｗｉ-Ｆｉアクセスポイントを主要観光施設へ整備。
併せて岩国市内の早期開設避難所に無線ＬＡＮアクセスポイントを整備。
無料Ｗｉ-Ｆｉの拡充により観光客の利便性向上、ポータル画面を通じて観光ＰＲを行う。
緊急時は、避難所を含めて広く一般に対してインターネット接続手段を提供しつつ、
行政が発表する避難情報、災害関連情報を提供することで防災・減災の一助となる。

平成２６年度

総務省及び岩国市 補助事業
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和木町における設置・運用

①平成２６年８月に発生した豪雨災害を受け、防災カメラとして

災害現場、主要河川等を中心に整備。現在８台設置。

②同時に町内主要交差点へ防犯カメラとして整備。現在１９台設置。

防災カメラ、防犯カメラとも和木町発注にて整備実施。

設置位置は自営柱以外に、公共建物、街灯、防災無線柱等。

カメラの運用に掛かる電気代は和木町にて負担。

防災カメラの映像は、ＳＴＢ専門チャンネル及び和木町チャンネルにて放送中。

防犯カメラの映像は一般公開していない。警察へ捜査協力として提供している。

「和木町緑ヶ丘住宅」カメラ映像

「栄橋交差点」カメラ 「緑ヶ丘住宅」カメラ 「旭ヶ丘分岐」カメラ 17



周防大島町における設置・運用

周防大島町から補助を受け、主に港湾・海岸の状況確認を主目的として

整備。現在１２台設置。

設置場所は自営柱以外に、公共設備、防災無線柱等。

カメラの運用に掛かる電気代は周防大島町にて負担。

周防大島町の要望により二級河川の一部へ追加整備を実施。

カメラ映像は、ＳＴＢ専門チャンネル及び周防大島町チャンネルにて放送中。

平成３０年１０月に発生した大島大橋への船舶衝突事故に関する映像は

事故調査関係ほかマスコミ各社へ提供。

「大島大橋」カメラ 「両源田」カメラ 「三蒲川」カメラ 「戸田」カメラ

「大島大橋」カメラ映像
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定点カメラ 画角例（１）
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定点カメラ 画角例（２）
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定点カメラ 画角例（３）
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平成３１年１月２６日
生活情報カメラ
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生活情報カメラﾁｬﾝﾈﾙ STB715ch
２４時間放送
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映像をご覧ください



防災行政無線屋内受信端末

ケーブルラジオ
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コミチャン「Ｌ型テロップ防災情報」 （平成２０年～）

緊急告知情報システムは、①アイ・キャンチャンネルにＬ型テロップ（文字スーパー）を表示させる、
②岩国市が現在市全域で整備している防災告知戸別受信機（ｹｰﾌﾞﾙﾗｼﾞｵ）を介して、住民の皆様に
速やかに防災情報などの伝達を行うことを目的としたシステムです。

岩国市にて担当課が防災情報をＰＣに入力・メール送信
したものが、即時にテレビ画面にＬ型テロップとして表示
（約１分間）されるとともに戸別受信機（ｹｰﾌﾞﾙﾗｼﾞｵ）にて
岩国市からの情報があることを発報、さらにアイ・キャン
チャンネルへの視聴誘導をアナウンスします。

Ｌ型ウィンドウで
テロップが流れます

自主放送
ﾁｬﾝﾈﾙ
送出機

文字
スーパー
挿入装置

ホストPC

音声
ﾐｷｻｰ

伝送
装置

Network 岩国市
危機管理課

映像

音声

岩国地区
消防組合
消防本部

Ｌ型ウィンドウで
テロップが流れます
Ｌ型ウィンドウで

テロップが流れます

音声告知端末
にて情報伝達を想定

例



防災・行政放送「防災ラジオ事業」

岩国市
防災情報等配信

TV

受信した内容を
ケーブル網に
再送信

既存のCATV線を利用し低コストで導入
停電対応型
ＯＮＵ

ケーブルラジオ

平成26年より設置工事開始
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防災行政端末「ケーブルラジオ」

・ ケーブル網内にＮＨＫ山口放送局のＦＭラジオ及び、ＡＭラジオ放送を
ＦＭ変調に置き換えた放送電波を流し、同軸入力端子にて受信

・ 電源を必要とせず、ＦＭ信号のみスルーで出力される停電対応型
Ｖ－ＯＮＵ（光回線終端装置）を使用

・ 屋内に設置された既存テレビブースターは停電時に抵抗となる為、
ブースターを迂回するバイパス装置を開発

・ ラジオに蓄電池を搭載。停電時でも２時間以上の動作を確保

市内に海上自衛隊・米軍の基地がある岩国は防音対策として防音サッシを取り付けている家屋が多く、屋外拡声子局では

音声が届かない為、戸別に屋内受信機を取り付ける必要があり、シンプルなシステム且つローコストなケーブルラジオが採用された。

プリセット型

聴覚障がい者対象
液晶画面 搭載型 ・ カラー液晶搭載。文字メッセージ受信可能

・ 緊急告知放送の内容が外付け７ｉｎｃｈモニターにも自動的に表示

・ 受信をより判りやすく光で知らせる外部告知ランプとの連動も可能

停電対応ONUなど
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防災行政端末「ケーブルラジオ」加入推移

設置合計 １０，６４９件

平成２７年 錦町

設置件数 １，１００件

平成２７年 美和町・美川町・周東町

設置件数 ２，８３４件

平成２９年 旧岩国市・由宇町・聴覚障害者対応

設置件数 ４，２０３件＋９１件

平成２８年 本郷町・玖珂町

設置件数 １，３１８件

（聴覚障害者対応）

累計 ３，９３４件

累計 ５，２５２件

累計 ９，５４６件

総世帯数に対する加入率

岩国市総世帯数 ６４，８０３世帯

16.4％

平成３０年 岩国市 全エリア

設置件数 ４７７件 累計 10,649件

（平成31年1月末現在）
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平成３０年７月６日～７日

豪雨災害
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平成３０年７月６日～７日の豪雨災害

水 系 観 測 地 点 24時間※1 時間最大※2

島田川 周東町獺越1709-9 ４９９ｍｍ ４１ｍｍ(7日2am)

島田川 玖珂町6262-4 ４６７ｍｍ ６２ｍｍ(7日3am)

島田川 周東町用田相の見298-35 ４６４ｍｍ ６３ｍｍ(7日3am)

錦川 美和町鮎谷 ４７５ｍｍ ４５ｍｍ(7日2am)

錦川 美川町南桑小郷 ４６５ｍｍ ４９ｍｍ(7日2am)

24時間累加雨量450mm以上の観測地点（山口県土木情報システム）
※１：７月７日午前６時までの24時間累加雨量
※２：７月７日午前６時までの24時間の時間最大雨量

■岩国市内の被害状況
死者2名 全壊13件 半壊167件（床上） 半壊17件（床上以外）
半壊に至らない22件（床上） 半壊に至らない237件（床下）

■弊社幹線・支線設備
２０ヶ所（小規模を除く）が電柱倒壊や断線となり、本復旧完了している箇所が１２ヶ所、
本日現在も仮復旧状態のままで、本復旧できない箇所が８ヶ所ある。 30



平成３０年７月６日 生活情報カメラ（１）
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平成３０年７月６日 生活情報カメラ（２）
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平成３０年７月６日～７日 豪雨災害（１）
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平成３０年７月６日～７日 豪雨災害（２）
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平成３０年７月６日～７日 豪雨災害（３）
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大島大橋 冗長化施策
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H30年度事業

総務省 地域ケーブルテレビネットワーク整備事業
（強じん化補助金事業）

弊社～周防大島への伝送ルートを冗長化する
計画を総務省の強じん化補助金事業に応募、
平成３０年９月２７日に交付決定した。
（工期～平成３１年３月末）

大島大橋に敷設されている管路内のＹＳＮ光ｹｰﾌﾞﾙ
の冗長経路として23GHz無線伝送も整備。

１０月２２日未明、貨物船が大島大橋に衝突、
送水管・通信管路等を破断する事故が発生。

国土地理院地図

37



大島大橋カメラ 2018年１０月２２日撮影

38

映像をご覧ください



ご清聴ありがとうございました。

お問い合わせ

株式会社 アイ・キャン

〒740-0022
山口県岩国市山手町一丁目17-3 
http://www.icn-tv.ne.jp/
Tel 0827-22-5678 
Fax 0827-22-5672

Copyright © 2018 ICN CORPORATION, All Rights Reserved.
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